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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月24日(2017.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＥＴフレークを、特に解糖及び／又はメタノリシス及び／又は加水分解及び／又は鹸
化による解重合又は前記ＰＥＴ解重合法の他の全ての組合せの前に前加工するための方法
であって、前記方法が、以下：
－　接触容器（３７０）中で好ましくは大気圧で、抽出温度Ｔext１９２℃≦Ｔext≦２０
５℃でのＰＥＴフレークとエチレングリコールとの接触、及び
－　使用済みのエチレングリコールの排出及び新鮮なエチレングリコールの添加
によって、前記ＰＥＴフレークから有機着色剤を抽出しかつそれと同時に前記ＰＥＴフレ
ークを脆化させる工程を含む前記方法において、
前記抽出工程の前に、以下の化合物：
ポリエチレングリコール及び／又はエチレングリコール及び／又はトリエチレングリコー
ル及び／又はテトラエチレングリコールの少なくとも１つを含む有機溶剤中に前処理容器
中の前記ＰＥＴフレークを浸漬させることにより前記ＰＥＴフレークを前処理することを
特徴とする、前記方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記ＰＥＴフレークが、以下の特性：
－　固有粘度ＩＶ＜０．２０ｄＬ／ｇ、及び／又は
－　４０００ｇ／ｍｏｌ≦Ｍn≦８０００ｇ／ｍｏｌのモル質量Ｍn、及び／又は
－　重合度Ｐn＜２０
のうち少なくとも１つを示したら抽出を停止する、前記方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、前記方法がさらに、前記ＰＥＴフレークをＰＥ
Ｔ搬送方向で搬送し、かつそれと同時に前記ＰＥＴフレークとエチレングリコールとを接
触させることを含む、前記方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、前記抽出を、前記ＰＥＴフレークと、前記ＰＥＴ搬送
方向に対するエチレングリコールの向流との接触により達成する、前記方法。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の方法であって、前記方法がさらに、前記ＰＥＴフレークを接触
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容器としてのスクリューコンベヤ（３７０、５００）中で搬送し、かつ前記スクリューコ
ンベヤ中でエチレングリコールの向流を確立することによって、前記ＰＥＴフレークから
有機着色剤を抽出することを含む、前記方法。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法であって、前記方法が、エチレングリ
コール蒸気の凝縮からの熱伝達により前記ＰＥＴフレークを加熱するために、前記ＰＥＴ
フレーク及び／又は前記接触容器及び／又は前記接触容器中の液体エチレングリコールに
エチレングリコール蒸気を供給することを含む、前記方法。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法であって、抽出温度Ｔextを、好まし
くは大気圧ｐa（±２００ｈＰａ）で、１９５℃～２００℃（１９５℃≦Ｔext≦２００℃
）、好ましくは１９６℃≦Ｔext≦１９９℃、特に好ましくは１９７．０℃≦Ｔext≦１９
７．６℃に設定する、前記方法。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法であって、前記ＰＥＴフレークを浸漬
させている間の前記有機溶剤の温度Ｔpreが、前記ＰＥＴフレークのガラス転移温度Ｔgl

以上でかつ前記ＰＥＴフレークの融点Ｔmelt以下（Ｔgl≦Ｔpre≦Ｔmelt）である、前記
方法。
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